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PllySicaiProlection)の重要性が一層高まって

いる℃

原子力発電所では,PPと言う法的規制に垂

づき，テロリストなどによる核物質の盗取，

原子力施設に対する妨害破壊行為を防止する

ため、障壁，侵入対策，出入管理，通報連結

等，統合的なセキュリティ。シ〆テム措睡が

導入されてい烏唇

こうした経驍が最近，幅広くその他エネル

ギー関連施譲のセキュリティ対錠の考え方に

も反映されている。米同時多発テロを横に，

エネルギー消饗大国であるわが国としても，

薪しいエネルギーセキュリティの考え方を構

築し『懸念されるテロ脅威に対処することが

要請されている。

1．はじめに

2000年9月」1日の米同時多発テロ事件は，

従来のセキュリティ対策の哲学を変えるもの

である。同事件を機に，ハイジャックきれた

大型航空機が原子力発電所や再処理工塒など

の原子力施設を攻撃する可能性が懸念きれて

いる。

衰在，米同をはじめ，英国，フランス，日

本等の主要各国ば，原発などの国家重要施践

を警備するた.め或最商･レベルの七弟ユリテザ

俸制を歎いている。

わが国のエネルギーセキュリティを考える．

場合，ま墓にテロ対策と言う観点から，エネ

ルギー関係施設の防護，警備対策の強化が望

まれる・

・エネルギー関連施設としては，火力発電所，

水力発逐所，厚子力発電所等の電力供給施設

のほかに，ガス，液化天然ガス(LNG)等の

供給施設がある。中でも，股も厳しいセキュ

リテイ対策が要請されているの談，原子力発

電所等の原子力施誰である。核不拡傲の観点

から”該物質の盗疋，施設や輸送などに対す

る妨害破壊行誇を防止する核物質防謹(PP8

2．米同時多発テロに対する主要国の

対応

2.1アメリカ

(1)米国原子力規制委員会(NRC)の対応

米国では現在,103¥,1E117万KW

(PWR型69¥,BWR型34基）の商業原発が運

転中である.。
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9月11日の同時多発テロを撒に,NRCIX,

新設の全米セキュリティ局(HSO)をはじめ，

連邦捜交局(FBI),その他傭報機関，治安当

局、軍及び州当局と密接に接触し，最新の脅

調肯報の評価とセキュリティ誹画などについ

て掻誰を行っている毛

テロの道具と化したハイジャックされた航

空機は原子力発電所の設計韮礎脅威として想

定しておらず，プラント股計上，特別に対応

するべき事象となっていないことを認めた。

9月26日,NRCメセープNRC委員長は，原

発とNRC規制管轄にある原子力施設のある40

州の各知事に対して，警鋪強化のため，州警

箭隊の州兵派遥が必要になる事態力槌こる可

能性があるので，原子力事業者と州当局との

連絡体制の砿立を要講する書簡を発出したが，

これはすでに現行の設計基礎鴇威(DBT:

DesignBasisThreaat)を超えるテロ脅威に，現

行のセキュリティ対策では対応できないと判

断したことによる。

】0月18日,NRCはスリーマイルアイランド

(TMO原子力発電所を狙った空からのテロ脅

威について，連邦と州当局に対し，連携して

厳格な防護対策を講じるよう指示した。

また，民間の全原子力施設に対して侭，指

導．規制している最高レペルのセキュリティ

措置を購ずるよう通達を出した。現在､原発

のテロ対策は，最高レベルの蕃戒体制と表っ

ている。

また,NRCはっテpリストがNRCウェブ．

サイトを利用して原子力発電所を攻撃するこ

とを恐れて，一部ウェブ、サイトの運用を停

止した。停止対象となる悩報は，例え.ぱ，施

殴の位置情報，プラントの図面，原子炉容器

の断面図，その他の詳細設計などである。

鱗24巻第.45(2002)

(2)その他の機関の対応

エネルギー省．(DOE)は，核兵器研究所，

核勅漬貯蔵所を含むDOE施畿の堂キユリテイ

を最高レベルに置いた。

州警髄隊と沿岸警備隊は,NRCの要爾を受

け，各州66サイトにある103韮の原子力発電所

などの原子力施設を防護するため‘一層のテ

ロ対策強化に乗り出した。

沿岸蕃備際賎各州にある原発サイト周辺

の海，河，湖に時別セキュリティ・ゾーンを

股け，24時間の警戒体制を披いた。

また,州警備隊は州兵を配備し，地元警察

官に加え，各州にある原発サイト周辺で菩戒

体制を強化している。

米下院エネルギー・商業委員会では，テロ

対策渕上のために，新セキュリティ法案（10

月3日）とプライスアンダーソン法関連の改

正法案(1】月31日）力癩麗された。

2,.2英国

英国では．通常，英国核瀧料公社(BIm･)

の再処理工粉や混合酸化物燐科(MOX撚料）

加工工場など核燃料サイクル施設等の政府施

股と核撚料輸送のセキュリティ対震は，武装

審備により講じられている。この武装防謹は，

原子力審察隊(AEAC)が実施しているが，

米同時多発テロを機に，原子力発地所など民

間の原子力施設も巡視，防謹する権限が与え

られた鯵

原子力発電所のテロ対策として，次の措腫

力輔じられているも

●一般見学の中止，業務視察の制限

・原発サイ･卜に入る道路にコンクリート・

ブロックを設置．

●原発周辺に塒別の武装防護員を配匿

寮-41』一
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2.3フランス

フランス軍は10月26日，ハイジャックきれ

た大型航空機による自爆テロ攻撃に備え，シ

ェルプール近郊のラアーグ再処理工場に地対

空ミサイルを配儲した。この欧州最大の再処

理工場の上空を監視するため，可動のクロタ

ル(Crolale)と言うレーダーシステムが設腫

され，空鉱が偵察を行っている。

米同時多発テロ以降，フランスで強化きれ

た原子力セキュリティ対策には，再処理工場

の見学中止，原子力発髄所サイトのある県当

局，警察による武装警官の増員と原発周辺の

巡風防渡強化の実施などがある。

国民談会は10月318,警察力を強化するた

めセキュリティ関係の法改正を震謎した。

フランスでは，原子力発電所よりも再処理

T場のセキュリティ対策の強化に関心力喋ま

っている。例え嵐原子力反対派の市民団体

などは、再処理工湯へ砿空擬力噛突した堵偽

チェルノブイリ原発事故のような事態になる

という懸念を表明しているQ

2.染ドイツ

(1)RSK臓告書

ドイツでは，ハイジャック接が原子力発電

所に衝突すると言うテロ攻霊への懸念が焦点

になっている。

環境大臣は独原子炉安全委員会(RSK)に

対して，防護に関する委託溺盗を要諭した。

このRSKの仮報告害は，ドイツ国内の全原子

力発電所は大型旅客機の意同的な衝突に耐え

ることに疑問であると言う結論を出したく表

1参照)。

同報告普をめぐり，現境大臣の発言を皮切

り}こ政治的な詰争が起こっている。

政府内の原子力反対勢力は典この機会をと

らえて原子力発電所の閉鎖箭画を早めようと

している。他方”連邦環境大臣は，原子力発

電所防濯のための対空防衛網股置には反対し

ている。

(2).仮報告書を巡る政治諸争

①連邦環境大臣の発言

●テロ攻撃に対し，政府が取り得る方法と

L,て原発19基の全て，または一部を一時

的に運転停止することが有り得る。

●この獅な措瞳をとる法的な根拠がある｡．

・連邦内務大臣が,テロ攻撃に閲する確実

な脅威が存在する.と予測した場合，連邦

環塊省と州環鏡省は，原発を運転停止す

べきか否かを判断する。しかし，現実に

は独の原発に脅威があるとは思われてい

ない。

●早期に発蹴炉を閉鎖したいが》現在1原

表1RSK仮報告書の撹要

e独の全ての原発が,大型紘空機による衝突に耐える
か疑問である。試験を実施していまいす

●独の原発催,各施設ごとで，防護レペルカ蝶なる。
原子炉の防護が,建設室たは技術的手段により改善ざ
オ鳴るかを決定するには更に鰯を進める必要がある。
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発の残存運転期間のセキュリティ対策の

向上を考えている。

②経済大臣の見解

●エネルギー供給確保に閥する緊急時計画

を再検討し，原油，ガス，電力供給の重

大な停止に関して素早く対応･できる。

③内務大臣の新提案

米国の同時多発テロを受け，内務大臣はセ

キュリティ対策強化と国内の治安向上のため，

次の様な提案を行った｡

●､指紋や他のmデータ,手や顔の測定値を

本人の証明書に含める｡

●バーコードには，手や顔の測定値がバイ

オメトリック・データとしてその他の、

データとともに入力DIDの偽造を困難に

し，また正確な本人の同定を容易にするゥ

■データは，ドイツ外国人登録簿に入れら

れ、警察やセキュリテ＃・サービスが利

用する。エネルギー，水道，病院，鉄遮

郵便,公共放送の従業員も当局のセキユ

リテザ調査対象になる。なお，この提案

に対しては，連立政権内に強い抵抗があ

る。

④電力事業者の見解

●世界の原子力発電所は』9月1】日のテロ

攻製ﾆ論えるものはないであろう。

⑤環境団体の見解

蕊境保護団体のBUNDとグリーンピースは，

大型航空機による原子力発電所への自爆テロ

による災害で480万人が死亡すると述べるな

ど，テロ脅威を原発反対運動の儲点に取り上

げている。その嚴点を整理すると次の通りで

ある。

●炉心溶融で百万人力蟻牲に讃ると推定す

る画

鼎24詮第4･号(20"）

今
■●

●米国のアフガン攻繋開始以来，独の原発

では出入管理が厳格に行われ，審察がセ

キュリティ強化を実施していろ。

・環境大臣がRSKに委託した原子炉安全評

価の仮中間報告密は，次の問題点を指摘

した｡

－時速350-400kmで中型航空機力輔突し

た湯合には原子炉建屋は防護されるが，

大型航空機のみがコンクリート壁を貫

通すると推定した。

一問題は，コンクリート建屋の健全性の

み参らず,衝撃の振励で計器や送電線

力鞁壊される可能性がある点であるb

一原子炉が制御できなくなる．冷却系の

故障は炉心溶融の危険を招く。

・独の旧式の炉型は，テロ攻躍には爵え

られない。早期に旧型炉を除去するべき

である。

●米同時多発テロ攻撃を受Iﾅ，独の原発を

継続運転することは無責任である。早急

に原子力から代替エネルギーに変更する

べきである。

25カナダ

<1）テロ対策の強化

カナダでは､米同時多発テロ事件を受け、

各原子力発電所の防護，セキュリティ対策を

強化した瀞，これはあくまでも予防対策の－

罰で決定された。

加原子力安全委員会(CNSC)の命令によ

り，①地上で車両による突入攻撃から原子力

施設を防護すること，②侵入者に対して迅速

に武力で対応し原子炉を防護すること等が義

務付けられた．その詳細は明らかにきれくい

ない。

CNSCIJ,原子力発電所,放射性廃棄物貯

畠－43－
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蔵施賎，研究炉を含む重要な原子力施設に対

して，表2のようなテロ対策を承認し，8事

業者に対しその実施を命令した。対テロ対策

の詳細，及び実施時期については公表してｼ、

ない。

この(”､9CNSCは，大学研究所，ウラン

鉱山．放射線治療施設など，全ての放射性物

質の使馬施設のセキュリティ諭化対莱を検討

中である。

また，カナダ沿岸蕃備隊は湖岸立地の原発

周辺警衛を強化するため，漁業排他区趨の股

置を検討している。

②上空からのテロ攻撃への対策

CNSCでは，ハイジャックされた大型航空

機が原子力発掘所に突入するテロ脅威につい

ては問題が複雑であると見ており，現在,飛

行禁止ゾーンを設けることについて，運輸省，

国防省と協践している。

2‘6スウェーデン

同国の原子力発電所のセキュリティ対策は”

日本と同樋非武装防諺が塞木である。従っ

て,今回の事件を受け,占拠を含むテロ攻撃

脅威に対して，緊急時対応の琵任を負ってい

るのは警察である。

警察は，原子力発電事業者鰯と原子炉建屋

内部を含む防護のための合同訓練を実施して

いる。事業者と警察とで原発の再占拠に対す

るセキュリティ対策を構築している。

スウニーデン原子力発電検査局(SKI)iXq

侵入者力囎設を占捉しても管理的，技術的及

び組織的手段で，原子炉の損傷を阻止すると

の方針でいる。SKIは，原発は設計上，安全

確保が考慮されているので，妨害破壊行為に

表2CNSCが承認したテロ対策

●強問唆セキュリティ厭墜を股I坤鋤製入を伽上

●新裟侭の武裟防鍾員の墨崎
国内の良悶原子力発穂所の羅俸剛は通篭，日本と同翻屑
武溌が職ﾘである淡武鏑の防婁貝が庭億割Lたのは
今回が初めて｡

●礎蕊側・婁雛作全員と東丙の壁篭所への出入管理の蝋§化

●サイト内における人艮のIDチェックと箆要区嬢への立入り

制喫縫蕊貝と蕊約{繊員の身元飼姦などの実蔚

より重大な夢態に陥ることはないと許価して

いる。

また，事件以降，原発の見学者に対するセ

キュリティ織を厳しくした。具体的なセキ

ュリティ対策について明らかにしていをいが，

十分な対応準備があり，各種の妨害破壊対策

の訓練に重点を置くと言っている々

3．国際的規制の動向

3，1IAEAの動き

(1)IAEA綣会決議

2”1年秩の第45回IAEA縫会では，米同時多

発テロ事件を踏まえ従来の核物質の不法移

転決誰から熱立して核物質防護決議力螺択さ

れた。

きた,1AEAIf,技術専門機関であることか

ら，テロを直接非難する決議は行わず，雛長

声明の形で，今回の同時多発テロの犠牲者に

弔窓を明らかにすると共に，国連決餓晦鯛）

と安保理決朧('368)を引用し･て,加鑪を

司法に委ねるための一致した行動の必要性を

支持した。

特に同諜長声明では，テロが核物質などの

－－“－ 季報エネルギー総合工挙



テロリストが入手した核兵器を使用して原子

力発電所を攻撃するという核テロの脅威が齋

まっていると警告した。

セキュリティに与える影響に対する総会の懸

念を述べ.るとともに，総会は率務局長に対し

て，核物質などを含むテロの防止F関する

IAEAの業務を強化するため，その活動と事業

の見直しを求めた。 (4)骸テロ撲滅対策j特別セッションの開催

2001¥ll月2日．世界から原子力セキュリ

ティ・安全専門家纐伽人が参加し,テロリス

トの核・放射性物質入手を阻止，対策強化に

ついて討艤した。その時の1AEA側発表の祇要

は表4の通りである。

‐争

（2）核物質防護(PP)に関する決議

IAEA総会で採択きれた「核物質と放射性物

質のセキュリティ向上」決餓の概要は表3の

通りである。

‐

<51今後の雷騒i

IAEAでは，現在，核テロ防護対策が重要課

(8)IAEAの緊急声明．

IAEAは2m1年1】月1日，緊急声明を発表し‘

表3「核物質と放射性物質のセキュリティ向上」決議の概要

①核物質お上ぴ放射性物質不法移転の防止

＊不法移転ぞ一タペースヂログラムの甑統保守を合心参加国による憤報交総活動ととも
に近代化書れ詮データベースの簸大活用による傭報交膿活動そのものの向上を趣するc

＊不法移転データベースプログラムへの自主釣参加を各国に呼びかける可

＊灘麟辮'瀧鼈雛鑑蕊論し駕鋳繊謹鰯蕊
導入･識することを各固に求めた動

撫籍鯛謎随護職瀦雛誇灘雛鰯鶏織ぁ灘
物圃･放肘性鞠鷺の不法移曝を防止および廻止する】煙Aの稽勤1二留迩繩ことを扉えら
よう求めるb

②核翰質と原子力施詮の防霞

*I1軸債防塵の目的と蟹本理念』が理事会から支持されたことを歓迎。

＊各国が臓子力平和荊用のために自国的物質防握影ステムを股計･夷行･規釧するにあたつ
で｢潅木理念」を適用することを鐙奨。

識検欝のを》癖園長盟局加務砲郷
た
い
の
と

》
》

の
を
正
躍
韓
会
条
癖
な
専
砿
的
明
衞
た
槍
し
び
と
ま
的
お
目
的
睦
綾

〃
ｑ
Ｏ
ｖ

銭
に
》
率

＊

*1AEAが谷、尋門叢から組織的なやり方で助酋を受けるため，他の過択肢とともにセキュリ
ティ園間園の設匠を考慮するという事務局長の淡定に智溌

●巳

*靭藷周長に対し,教物笈および放射性翰賀閥追のテロ行為防止にふ各わL<uEE4の鍵きを
強化するとも､う観点で1"の活詑とプログラムを徽罐的に見直し，可及d鍵やかに謹那会
｛二報辮･ることを擢錘加鯉国に対しては蛎務濁長に全面憾力L.IA"支擾を鋤奨。

●

＊擬物質鯨員IPP)薙釣末加盟回に対し、加盟を呼びかける。
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題のトップとなってv,る。

1AEAは，各国の按物賃と原子力施股のセキ

ュリティ対策強化に向け支援作業を進めるた

め.li月中旬にIAE郵務局が財画素を準備し

た。

また,PPの重要性に関する前述の決雛綴

3）採択を踏まえ，各国がIAEA勧告

(INFCIRq225/Rev､4)を採用するよう奨励活

動を;まじめ,IAEA事務局は，放射性物賀の不

法使用，原子力施没と核物質への妨害破壊行

表4「核テロ撲滅対策j特別セッションでの討議内容

①IAEA錦醗菅

＊絹砺鑛ﾃﾛ輔嫌ﾃﾛﾘズﾑ可雛を副たc
＊新い噌鮭提起盧
目馴藤効懸敏馳棚鋤貿の剛による鮒締鶏
＊テログﾙー プのｱﾙｶｲが撚質入手を厳た．

②蕨織閲騨卿j伽．

*AEAが職職した諾によれば019男年鵬,棚鰯識l雛.鮒鋤貿瀦細l腓であったc
このうち@181勅塙麟ｳﾗﾝとかﾄﾆｳﾑ雌(但し鎧)であった。
＊とくに,テロり災ﾄﾙーブがこのような碓脇Iに相当鵬して都る点弧圃馳棚心を鋤でいる。

③ﾘｽｸ問題の提起

IAEA専門家の分摘龍によれば↑積ﾃﾛ間慰獺起議Lるﾘｽｸは,細3点である。

(a)原子力i雛のリスク：

＊織質の鰍または朝
＊環境､蝿雛蝋汚職雌た鰈また催鱸鞭橘
＊蔚力綴臓鞠餉よう撤蕊に飢て蔚偽
＊識ｼの大型プｪｯﾄ膿の鯛鈍雛による原弥撒鯖をたIまその瞬効齢への蕊鵬は，
雛,術段隆

<b)撒貿のリスク：

＊職危融ｼﾅﾘｵはﾃﾛﾘｽﾄの撚謡鵬。
＊ﾃﾛﾘｽﾄ猟繊を棚し,雛溌雛1怪繋せる醜溢雌い。
＊高灘ｳﾗﾝ西kg紘躯),ブﾙﾄﾆｳﾑ8･kg畷鋤
＊番学者砿臓覆器への入判泌要。
旧ｿで謡人淵雇，駆施ﾄ,その認,獺質淵舗加．

(c)職鴬源のリスク

＊ﾃﾛﾘｽﾄｶ執鵬瀧棚倣瀧散雛弾を鵬する可能働塙い。
＊撒臘鰄騨:拠惟物質を含tr綱の周囲に農鋤総いた鱸な鞠で,識に適しない。
少剛溌でも‘鯉的,鰯的癖を引き起こす．
＊こ”《醐擶敬榊輔い､職がﾃﾛ癖のり雛となる。
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為の阻止強化に向けた作業を開始する。

苔らに，現在，69カ国が加盟しているPP条

約の締約国の増加をはじめ,PP対象を現行の

平和目的桟物質の国際間輸送のみから国内の

原子力施設と核物質輸送に拡大するため，同

条約の見直し検討‘将来の改正に向けた鋤き

があるp

3ふ2IAEAのPP勧告

(1)歴史的経緯

現在のPP概念が国際的に定蒲するまでの過

去の事件の経緯を見ると興味深いものがある。

1960年代後半に，航空機のハイジャックな

ど国際テロが活発化した。テロリストグルー

プ等斌当時サプナショナルレベルで，核物

質を脅迫に使用したり，妨害破壊行為により

原子力施股を破壊し，放射性物質を環境に放

出するなどの懸念力鴨起された。

核兵器不拡散条約(NPT)が1970年3月僧

発効したが,非加盟国のインドによる197癖

5月の核実験実施を機に,NPT"3条2項

(ﾖ殿兵器国の核不拡散義務）の抜け穴が問題

となった。同年9月の第29回国連篭会でキツ

シンジヤー米国務長官（当時)がPP多国間協

定の必要性を訴えた。そして,NPTの補完，

核不拡散の強1臓置に関する協誰がロンド．ン

で始まった。同協縦は，当初，米国，英国‘

ブラシ為ドイツ‘カナダ‘ソ漣（当時)，日

本の原子力先進国が原子力輸出規制条件を定

める秘帝協議としてスタートしたが，その後，

オランダ，イタリア‘ベルギー，スウェーデ

ン，スイス，東ドイツ，チ異ゴ，ポーランド

が加わった。

1977年9月に共通輸出規制措置，いわゆる

｢ロンドン‘ガイドライン」が採択され,1"S

年1月,IAEAを通じて公表言れたQその中に，

原子力輸出条件として，輪入国による一定の

PP措置の実施力覗定暮れたこしかし，このガ

イドラインには，法的拘束力力撫く0PP措段

の内容についても具体的な規定がない抽象的

な･ものであった。

そこで，各国がPP制度を導入する瀦合の指

針として,IAEA勧告（【斑mm"25シリーズ）

がなされたのであ.ろ。輪入国が採用する”措

置は，厚のIAEA勧告を参考に，各図の蕊慨

状況に応じて実施することになっている。

(2)IAEAのPP勧告最新版の意義

最初のPP勧告は1972年3月に発菱された

が§米国はそれよりも早くI969年に連邦規則

"1DmFPart73"(プラント及び核物質の防壁）

を公布Lて:いる。IAEAのW勧告杜，米国の指

導でスタートしたものである。

mEAはその後,現実的な脅威想定を踏ま虎，

PP勧告の見直しを行い,I977年.6月にPP勧告

改訂版<mFCIRmzWev.1)を発表した。改

定の基本的な考え方は．「核物質の盗取または

不法移転及び個人意たは集団による原子力施

設の妨害破壊行為に対する厩｣の実施である。

PP勧告は，その偽見直しが行われ，現在に

至っているが，溌新版(Rev､4)は，盗取と

妨害破壊行為から.，核物質と原子力施股を防

護するためインサイダー対錆等を含む勧告と

なっているが，従来の勧告に比べ，厳しい内

容である。

従って，この最新版の採用がテロ対策強化

の点からも，余最も注目を集めている。

3.3PP条約

NFr第1回再検討会議(1975年）でPPの多

第24巻第4号（2002） －47－



国間協定の必要性に関する決議が採択された

のを受け，米同が国際的検討のため1997年5

月IAEAにPP条約原案を送付、同10月に第1回

政府間検討会議が開催きれたG1”9年10月第

4回政府間検討会離では”条約草案が採択さ

115,1980年3月に同条約が署名のために開放

きれたcしかし，発効は1987年2月である。

日本は1988年5月lこ国会承認を経て,I司年10

月に加入書をIAEAに寄諮1989年11月に発効

した。

現在のEP条約誌約国は69カ国である。NPT

の締約国は187カ国である。

PP条約は．締約国に対し，平和利用される

核物圃の国際間輸送のPPを義務付けている。

現在，この条約の適用範囲を拡大するため、

条約の見直し検討が行われているが，米国は

IAEA勧告股新版を具体的に”条約に盛り込

み,IAEA指針に法的拘束力を持たせようとし

ている、

わが国のPP関連国内法は,1988年11月のPP

条約加盟，発効を機に整備された。輸送関連

の防渡規則が同年皿月に，吉た1989年5月に

は施設関係の防護規則肋堤れぞれ施行苔れたb

原子力先進国であるわが国としては，米同

時多発テロを機に，いよいよ"勧告最新版に

基づき，国内法の整備することが課題となっ

てきている。わが国にとって，同勧告の最大

目的である「設計基礎脅威」(DBJツを国家レ

ベルで決定しなければならない，しかもイン

サイダー脅威につしずても老蝋しなければなら

ないと言う点が，大きな問題である。特に，

わが国は非武装防謹を前提としているため，

勧告最新版の存在は厳しい。

米国では，連邦規則10CFRpart73があり，

多発テロ事件が起こる前まではそれを改正す

る必要もないとの検討結果が出ていたが，現

在は規則の見直しが行われていると言う画

4．わが国のPPとテロ対策

4bl民間自主防霞の範囲

わが国では,PP条約批准に伴う原了炉等規

制法など国内法改正により，事業者は，特定

核燃料物質の防護のため，必要な措世を講じ

たければならない。

事業者が露ずぺきPP措置については，関係

省庁の規則及び通達（行政文番）に従うこと

になっている。

原子力施設及び核継料輸送におけるPP上の

セキュリティ対策については，必要最小限の

自主対紫として核物質の3つの区分に応じた

m措置を機械的及び人的手段に装って実施す

ること力牲律で義務化されている。

法的義務のある”の対象でなくとも，安全

砿保や財産保護の観点あるいはテロ事件発生

後の社会的影響などを考慮し，原子力施股に

ついて各租機器や設備，輸送関係では関連設

備，機器．運搬手段などについても。それに

埋じた自主的な防護対策が講じられているc

しかし，原子力施設及び輸送に裁いてテロ

攻撃を受けた場合，銃砲など武器の所持制限

がある日本で1歳，事業者鰯が自力で制圧，阻

止することが不可能である。テロ攻躍を想定

した場合，治安当局のレスポンスタイムカ裸

題である.。

そのため，攻繋を速やかに把握し，その旨

を治安当局に的確に通報するとともに，治安

当局が当該攻撃に対応し得るまでの閲事業

･者側は，できる限り防護設備などの機械的手

段と人的手段をもって‘当該攻撃の達成を.阻

-43- 季報エネル竿一鐘合工学



止，遅延させる必要がある｡これが，事業者

側で実施苔れている民間自主防護の鑑本であ

る｡

民間自主防蔑は，本来，卒業者が独自に行

うべきものであるが，通常，一部の防謹業務

を専門的知織、経験を有する警備専門会社に

委託することで完壁を期そうとしている。

4．2原子力施設における防護対策の実

態

(1)防護の目的

原子力施訟の安全設備などを含めた重要施

設への不法侵入者の接近及び危険物の持ち込

みを阻止し，妨害破壊行為に基づく放射性物

質放固事故による災害あるい核撰科物質の盗

取，盗誰などを機械的及び人的な防霞措置に

よって未然に防止することである。

(2)脅威の想定

日本には法令上，統一的左具体的脅威の評

価・分析による設計基礎脅威(DBT)の想定

は無く，各事業者が独自に各種の脅威を想定

している。

DBTについて，米国連邦細り,IAEAのPP"

告は典外部からの脅威と内部からの脅威を想

定し，防護措置を誰ずるよう指導しているが，

日本では日本社会の特殊性により後者の脅威

が法律的には決められていない。インサイダ

ーを含むテロ対猿は法的規制を見る限り，脆

弱であると言われている。

脅威の想定にあたって考慮すべき璽要な点

は，その脅威の具体的な特性，レベル‘時代

性を十分加味して見極めることであり，常に

瀧4巻第4号(2叩2）

変移するものであると言うことである旬

防護を専門とする側としてば，テロ脅威対

簾にあたり表5のような脅威が想定される。

(3)脅閥こよる影響

原子力施設及び輸送に対し，各種のテロ脅

威が実行された湯合に生じる影癖は,涌威の

構成者の目的及び攻繁対象物，その勢力によ

って異なり，さらに場所‘気象，環境などの

賭条件により，1次的影瀞（核爆発装鮭の製

造，放射能汚染，機能低下，火災発生，財産

などの損害他〉.‘2次的影韓(環境汚染，放肘

親障害，パニック他)，3次的影韓く経済的，

社会的‘政策的，技術的，園際的問題鋤が

生じるものと予想される。

(4)脅威レベル

通常，各原子力発電所の防謹対策の叶画に

あたっては，如何なる形態の脅威がどの程度

の規模かなど，上述の要因による脅威レベル

の分析,．想定が行われているc

米同時多発テロ事件以降，警察庁と海上保

安庁は，原子力雄殿の周辺審戒，警備のため

にブ陸上では機勤隊を，海上では巡視韻をそ

れぞれ派過し，24時間の武装警備体制を敷い

ている｡

日本政府は，テロ脅威について，従来の想

定を超えた大撲練な武装勢力を予想している。

一方，今回のようなテロ脅威に対して，頚

業者側も施設防震の強化を実施しているが，

民間自主防護には限界がある。

－49－

(5)民間自主防謹の限界

わが国では．民間の防漉要員が銃砲等を携

行すること力漂じられている。



表5脅威の形態，構成者、特性

①脅威の形鰻

(a)核燃料などを含む放射性物質の盗瑛
(b)妨害鼓壊行為
《c)脅迫
(d)擬微な冊報等の盗取

②脅威の構成署

ia)国隠レベル
＊ナショ÷ル・レベル（テロリスト支援国家）
＊サブナショナル・レベル（国際テロリスト楽団あるいはゲリラグループ
など政治的目標を掲げた反政府組織

《b)圏内レベル
＊外部巷（アウトサイダー）；鶏力築団，過激者，異常者
＊内部者（インサイグー）：企業や軽営者に不満・悪童を持つ不潤者，

麻薬・覚醒剤・アルコールなどの乱用者と
輔神異常者，躯罪者

③脅威の特性

(a)上8宙pの不法行勇者の目的
(b)不法行為者の勢力

＊構成:外部者‘内部者，内部者と共謀した外部者

議蟻鱗:灘響
(c)接近径路と移動手段（陸路，海路，空路，その複合）
(d)装備(武器,患発物,工具類他）
<e)攻撃範囲と場所
（け攻撃方法

警備業法によると，防護要員〈警備員）に

づく警備業務踵，察莱者側の要舗に応じて

故発生を防止する業務であり，その範囲は，

華づく警備業務踵，察桑者側の要舗に応じて

事故発生を防止する業務であり，その範囲は，

銀業者の財産防霞に係わる範固である。

●警備員は，特別の擢限を与えられていない。

（善協業法第8条)例えば,職務質問，交

通整理，取り鯛べ等の類似行為も，警察官

の職務行為とは一線を画している。

●善蹴員は，他人の樋利と自由を侵害し，正

当な活動を干渉することは出来ない。例え

ば，デモ等の行為に対しても，むやみ}二制

止することはできない。

寸.拳卜

⑧警髄員は．犯人逮捕については，現行犯

（刑事訴訟法第213条）を除き，行うことは

できない。しかも？犯人の現行犯逮捕に際

して,実力行使が許誉れるのは必要最小限

の範囲である。

●護身用具の使用について偽正当防衛，緊

急避錐など必要最4､限にとどめることとさ

れている。

●提桧的警備についても．むやみに他人の身

体に危険を加えるような方法は許されない。

警備乗法から見る限り．原子力施霞におけ

るテロ対策について民間自主防護には限界が
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ある。原子力施設や核燃料輪送の防潅が，他

の一般簿備と全.く同様であってよいか，今後

の検討鶴題の1つと思われる。

(6)多重防謹

わが園における原子力施設のセキュリティ

対策を篭裳する場合、日本特有の「非武装防

護」と言う観点から，現状では不法侵入者が

安全関連設鮠や核燃料貯義施殼等へ接近する

行為，あるいは妨害破壊行為を阻止する-ため

には，物理的及び機械的な防護措置をとるこ

とにより，未然に防止する以外に方法はない色

最終的には，治安当局による阻止と排除に依

存せざるを得ない。

従って，わが国の原子力施設の防謝ま．サ

イトの地理的条件及び建造物などの諸条件を

加味し，各施股の重要度;こ応じて防護する区

域を段階的に区分し，多亜の障壁を畿けると

共に，それぞれの区域の亜要度に応じた出入

管理，侵入検知、確翅を行う「多重防護」を

基本としている。

多重防護のための監視，管理業務は，これ

らすべてをシステム化し，可能な限り催械的､

電気及び電子的に対応している。

一般的に，原子力施股防謹システムは，機

械的あるいは人的防護がそれぞれ特障を生か

し鞍がら，祖互に補完し合う形態にとたって

いるが，米同時多発テロを踏まえ，テロ脅威

表6原子力施設での区域設定と防護措置

①唾の段定

(2)監規区壌:鯵噸黒と臆1言一致する区趨c
(b)闘遡罐匡避:防瞳区域をとり囲む区筆。
（E）防謹区鐘：と《に重震な桧殴をとり囲む区窒。

②障塾

(a)塵視区域:外部からの侵入にi#する馬1の隠購とし、
歎地周辺にフェンス巻設睡･車両突入の
阻止のためコンクリート濫礁‘ガードレ
ールなどを籏遥

(b)周辺防族区朧:第2の厭壁とし．当区麺霞憲ライ
ンに篭ってフエ参ス設量・単同ISX
口には門扉を般置・車閣突入の圃止
のためコンク･ﾘー ﾄ圭毅，ガードレ
ールで防峯

《c》防鍾圃堂:雪区域露壁は選騒壁面とLOタ緯に面し
・たシヤザター，扉をど開口部栓訪霧栽j属
行為I;よる侵入園iこのため藍化扉を篭侭鰻
倦時使用の出入口'二は特珠踊逮の出入管
理錠置を股匙

③侵入対請

i急）監艇区嘩：フェンスに各痩センサーと特定箇所に
監視カメラを設匙

Ib)鯉隣麺臆:麓鯉蕊鰐灘警
!c)訪鍾区域;遮屋の出入口と雛園星腐瞳の扉には雫

吟肇縄カメラを詮翌痢

ゲ

④出入管理

(aj匿視区趣:出入pIAmM【一諏琉;目恩定鯵人･嘩薦の通行
趣ごよる臼入霊亀

(bl周辺防塵区瞳:旦入管理§置の麺｡、カードによる．出
入管塁

手荷物などは金綴媛知罷及び防薩隙鳳よ
る瞳．
』蝿出入Iま承忽を受けたの巷のみに限急
防"隙貝'二よる立会捜査。

lC》防遭区謹E聯珠構迩の出入着埋養湿の設恥IDカードに
よる出入管理

穆癖通報

所内:出入菅墨軒,防蔑本砿その瞳関係各弱聞の細墓運醤、
のインターホーン，電嚴をどを段睡紘遥股侭，1齢曇
義などに苫る備時選格が可能‘

諦卜:治安豊局とのホヤトライン設涯鰯毒遮籍可職『
緊急時酒蔬用例3齢頴タン設匝不漣な電濯記藤用“詮降
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と防護のバランズを考慮した検肘，股計が必

要になるであろう。しかも，今後の社会怖勢

などによるテロ脅威の変化にも対応して，セ

キュリティ対策の強化，改善に向けた柔軟性

のある取瓢力塩まれる。

原子力施設でIま，おおむね表6のような区

域を設定し，各区域には各種防謹機番を据え

付け，その目的の達成を目指しているc

(7)治安当局との連携強化

原子力施設の蕊業者及び翰送実施の事業者

は，関連の法律（原子炉等規制法他）及び関

連諸規則に基づき，核物質防渡規定を作り，

核物貿防護管理者を殴置，法的義務による核

物質防霊体制を藍燗し、上述のように「非武

装j「多重防護」を前提に《人的及び機械的な

防護手段iこより、適切に実施している。．

しかし，事業者が実施する自主防護体制はj

米同時多発テロはもとより武装テロ攻撃など

に対して限界がある。このようなテロ脅威に

対して，セキュリティ強化の実効を上げるた

めに嫁,治安当局との連携強化が不可欠であ
烏号

このような不法行為が発生した場合に備え，

事業者は，治安当局との密接な連擢協力をは

かり，所要の対応体制を整備している。

、事業者は，あらかじめ緊急時に際して取る

べき行為に閲する緊急時討応計画を作成し，

－

さらに治安当局，規制当局においても適時に

所要の対応が可能となるよう指導しているq

4.3電力関連施設等の防護

溌迩のようなNBCテロ脅威をばじめ，テロ

リストの多様化する戦術を考えると.，エネル

ギー供詰関連施設へのテロ攻蕊の可能性も想

像される。

過去の原子力侵入・テロ事件の頚例（付表）

などを参考にした‘電力閥連施殴のセキュリ

ティ対策の強化が望まれる。

5．あとがき

米同時多発テロ事件は,･我々 の考え方を大

きく変える大事件であった。21世紀に入り，

一層複雑化する人間社会において新しい哲学

が必要であるc

核テロをめぐる動きでは，すでに核密輸の

問題が深刻になっている含世界は必ずしもバ

ラ色の方向に向かってはいない。問題の解決

には，ソフト.，ハード両面から対応する必要

があろうs

平和な島国である日本としても，狭い視野

にとらわれず，国際協調を踏まえ．安全な原

子力平和利用開発のためにも，核テロ問題に

爽剣に取認むべき時期ﾙー 来たようである。
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付衷原子力施設侵入／テロ事件の事例

《アメリカ》

簾型巻第‘号(2IME) －53－

皇生年月 堤所 事件低要

197ag

198461

1984.t

19鴎．1

19餌．2

19鴎．3

19醗｡4
■

1984.9

1996.4

1986.5

$9閏．5

アリゾナ州一
テキサス州

オレゴン州
トロージャン恵発

雀シトルーシー原発

パロ･ベルデ原殆

セコイヤ砿発
0 ■

トロージでン庫先

デfアブロ･キャ
ニオン原発

コンバプション｡

エシジニァロjング社

ﾈパダ副幅の禎鍵

アリゾナ州

パコ・ベルデI乳驫
1座号撞

アリゾナ燗
パコ・ペルデ原発

l"号羨
デイ丁プロ・キィ･ニ

オン蹴発

アリゾナからテキサスへ錘
中のイエローケーキ段トンが
行方ｲ甥｡函I聯が闘郵汀為脂

禰火群2慨の恭一黒が切断さ
ｵやて､､ろ”番錘2戦風力曝見‘．
FBIに通報．

午卿g噸0銭蒋別緊愈翻籍
の一時中賑時に撫寝臓途に

向かう“蝿魑浬lBpで防護
鴎‘プラス手でクの腫を俺14．
厘塁物検知犬が反應Lたが，
閥廉著健非熾騒物と闘證‘費
輝
鋤：
の寄闇風2人が犯行を
凧。函Iに通報。

篭調炎師力宅iglliケーブルの
切断皆溌見‘雑の蒜脹.ヂ
ﾏｰモ･発遡鶏室の安急関係

奇麗鱒齢G曲げられ捌拶‘。
2トロール室のアナンシニー
ター･パネルのワイヤーも靭
隙されていた轟FBIに通報。

梢防蜘物健回の腰、悔助建型
でゴミ復の炎上を発見。火災

蕊蝿製MWWW二％
報回

コシピニーター室安全系ワイ
ヤー的切時を発胤。FBTに緬
報｡犯人懲銅の食鋤窓。

午1W3ES"分襲来確嘩焼
君が糠風区趣に慢入L6箇溺
に戯火‘乏生が蕊上,悪謄員
が澗火｡

雄践社随から多数の破噛行湾
が報脅ぎれた。防霞僅瞳の外
剛で壁車中の鮭鰻細ウラン価
載トラプクがパンク愈駐単鳩
の閣明塔力確で鼓壌逗発詮所
入り口ｵ彊勤lfで易這が1喝･
顕は労溌貝ス￥と闘連あり，
州歎訂に“

グリー多・ピース構成風6名が
桜鶚験場に侵入‘藍飼貝によ
り座捕L

逓力侭詮、遥輝4半のうち
~

負率が遠扇池翼で破壊。函劒
希なしの

韓爆謡団体遇滋眼3人が聖
電所に配蹴十るエ鼻ルギー篭
⑳逸鞠の確堀壷企で之として
遮翻。パロ・ペルデ願発．子
fTプロ・キマ

ーロラド州内的
ど
の
唾
●
蕊

》
錆

遇遜縫をそれぞIL破壊する鮒
岡であったことがその銭の画

●

くさ判跳

発生年月 塩所 事件擬要

19四.5

1970.9

灼両.8

1971.11
9

1”1

19迄6

1972.11

1973.3

1973.4

1”5.4

1率7

1率1

1”7．10

1g7Spl

19Z9.2

泊79.唇

イリ

皿子鋤 厨究所
ポインI､ピｰﾁ蝋発

バーモントヤンキー

原発

二二・一ヨー･クⅢ

ｲｼヂｨテ詫獅シト
砿発

コロラド州
フォー脚gﾝ卜調ン

厚発

ニニーヨーク州

ニニーョーク蜂
研塞炉施謹

オークリツ罐験炉

雄銭

オコーニー聴発

ニューヨーク州

GE社ﾉ･-ﾙ魂子力
研究所

ウでスコンうン州

認イケト雪一手騒発

ニューヨーク州
Nugに江夙剣舞噸琵社

ペンシルバニア州
スリーマイルアイランド
理発

十レゴン州
トロージャン駆発

ノース刃ロライナ州
"ウィルミントン紗

幾判エ鰯

ニニーメキ参。州

テネシー州

鎮懲禰垂場

，■

パイプ照懇弾力秘礎｡根智辱
不羽．

ダｲﾅﾏｲﾄ爆謹畢除掘悪
線不I副。

麓畿内に不悔需が健恥逃走
時に守剛に加害｡

元職艮による放火畢件。
掛書錬評細不靭参

紐気系練の便録を何窃かが切
間。ヘリウュガス案シプが瞳
壊巻れろ．

隠蕊の建物が何巻かに燭誰書
れら。

ハイジャγヶ塊が同駐設翰上

空を飛行縄電旋毒し､聴詮I言
突霧やると脅迫。従裳混遵畢
錯巣的'二鯉人勾渓求をの塵
身代金IM万ドル。

癖か力強科貯蔵臆設に侵入：

放火事辨按審等”不明。

施股円傷冠遥総が何宕鍼二よ
ワて切断きれろ．

擬器嗣貯蔵寵で放火馴倫鰈
網I士不房。

不審活力埼理区建に侵入．緒
舷を囲む防窪;二億独言れず
僅入仁義功｡

篭癒り『訪問者センターの翻島
エリアで曝戟砺件･防謹区域
に綾寄なLcEnvmmntal
A尋戯MIulllがI啄寅畷。

西顎丘貝が…篭ウラン誇調
リプトルを経融.図に2大樋
甫で散布すると緑迫｡遣総ど
4L.農厩1s隼の砿を窟皆謹L
た。

ウラ銅錬工鯛からイエロー
ヶーキ221を違双した3人組
の犯人鐘鰯§（掘汎》。

窃録ウラ診・印大量罰失が判

臥盗凪の可能幾大1M1""
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《ドイツ》

《スウェーデン》

発生年月 事件概要

スゥニーデン喜鰯当局ば『嬢
爆弾を僻りて.深るので5“腫円

鰯鰯謹潔
アプリ

雲繍蕊
アイ
デン

スト

の息
きれた色

デンマークの現壌燦謹巡勤活
鞄重2“詞発議'二侵入して
遇､｡テ'ﾝマーク圓麟とｦk久閉
弧興望鐙鯉した鋤を掲げること

辨齢2総鳶職
し，1人鮭内外閲のフニンスの
問にﾙ､たロ
（連1防浜貝I錫賦錠

19醗曾5．

パーセベプク蝋騒1四3.3

<フランス》

照鰯鼎護退勤沼勤窪力轤亀所
の閉鎖を求めて偶J,。I号原
干鱈透屋に劇Lukkelid声噸

繍螺鰈溌瀞，
露､i唯謹嘩を2号暁子炉建
屋とフィルター遮騒に吊IJ下
げた＆1号偽の閉鎖の通れ1目針
する1錘‘侵入LたのI狸4人c
横断堀を吊I;下げた鍵0人が
技爵し謝例・そ興後野築がヘ
リで原上へ諦官を送Ul渥み、
4人‘識きれた。
I幽隣護貝鰍非武笠

バーセペプヶ原篭1聖9．3

季報エネルギー篭合丁:学－．54－‐

一

発生弟月 鳩所 事件概要

1993.2

罰ﾛ1．10

ベンシ少バーア郷

スリーマイル

アイランド砿発

ベシシルパニア鮒

スリーマイル

アイランド曝発

鰡鐵
沙た燗紳異常者が
ケートに体当たり

し．タービンに倣爽亀運転し
ていた男I土単を捨て-ご逃起
鞠4蹄卿後，タービン通曜唾
鎚の紅水瀞区j纐現下の狼い
zベースにI製Lているところ
■｡

を逮鮒『

願子力蝿制韓例禽力EI7E,W
風職二食Iする『侭圏性同ある含
脅謹を受li螺勿た産め｡FBI･
捌霧察･紅尉概によら蝋唾勢
唇と愚・砥部の4､リスパーグ
輩迩とラン＊スター麓豊が4
臆側にわた1)閉恥骨鐘内容
豚睡絡方法についてI食明ら
か'二割こてい鞍い値

■

発生年月 埋所 事件漂要

1975

｡師5，8
■

1983

1985.1

19“.5

1994.6

1995.8

や

ピプリス環幾

パー，ンヶ装池

"､シフ・ルク來方
クリユメル

Tb1gm

ランツフート

ミュンヘン

原発厩;諏鋤‘懲鰯所サイト蘭
にj:ズーガ砲を雑ち込む『

西蕊憩金銀が､ケリー原子炉
サイトの聖臘を受寵し竜い垂
セキュリティ会社を繁諒攻撃
風時に響鴬難に戯火･Lた上発

素‘差た.西独*鮠が賎貯蔵
庫の腸爾と轡怖周峰監IK縫路
図の入手を企てた蜜

百独人4人が華池に侵入．
砿嶢岳企てた息

鑑
琳

ｇ
ｇ
Ｇ
白
Ｄ
■

》
》

》
耐
心原発反対活動章【:よる犯行。

ある了‘『一トに6･15g毎プルト
ニウムが僅識1でいらぬ雪等

寮官が偶鱒発見患ATz1m副ｼ16
から盗まれたプルトニウムの

可能強あり⑭

覆面雷寮宮がウラン密盗犯を

ドイツ当
入誉れた蕊
のプルトニウ

ロシアから密輸

蕊熱
ベル

収息

Obr“kから窪粟善れたものと
恩われる6，

発生年月 壇所 事件擬要

1”5

197S､6

1975.8

誇｡蔵､風鮭
I建設中）

フテマトム栓

M口､【口釦でc曝発

繁鱒2硯に上る攻鰹g細寄贈
鰭徴。テロ趨儀Mei冊加”唾
Aml噸》ﾙ『犯行声明。

同詮鞠クールベギワールコン
ピニーター麓欺に"Lコマン
ドケノ1，－デ(反恩誕=)が

燭弾l側を代掛ける亀ハーツ
インプットターミナルが篭I間
当ﾅLた『きた.同社のアルヶ
ントール工哩'二も爆弾攻繋・
パイプの鼠験倫蜑が砿j幽割1
ろ8、

爆蔀Z醗二上る攻羅蝿棚書I士
軽錘癖炉への捌沓及び欺
射龍漏れI誌し画警察当局I食
B唖”分綴主魂署の犯行を猫

定喝テ河リ認卜I倉露麺添露n
水盤諾の人エ糊を宗一卜で讃
断して湖と雛電蔚をつな錘
河の先鍛にプラスチワク畿醗
をセット蟻I》‘篭“聞町
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に翻郵困埋却翻ヨ
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発生年月 坦所 事件概要

1976

1976,2

19空

19唾..2

パ11

イラン原子〃隆胸

mA印’郡務所

C噂zoMnMu巳
原子力錨孟

Sﾛ声Ph固旋

の振規ソエンス【二数魁の穴を
あはて遮厘に爆弾を老フト（論
2),"噸砿屋の諜筑筒と
通侭室付逓に若干の嗣櫻,発
電斎は調韮と修甑のため一輔
迩椎膳止。

テログループCDPmUが技嬢
朴メーカーのバリ本社とウラ
ｼ望山を狸騨攻繁茜

パリの1WU輪所で爆弾2似
力軽驚b側鰯遜帝圃瀝を饗求
サるグループがイラ多開岐
軍メンバーの行為8弓沈鴎する

｡

ため…喰撃と麺ﾃﾛ籾．

ロケット弾8二よる攻悠｡IR沓
は軽甦

巡蕊中のFBR災塵弥Supcr･
""rにf歸攻軍、ロー哀111
対岸からロケット罫5発をｸI
ら込富れる。調香懸徹，壕腕
爆穆ケループがた篭ちに犯行
挑咽G

発生年月 埋所 事件握要

1990.2

1鐸も10

199307

1…8

1頭＆6

19鍵唱

19露1.2

1998.12

199ai9

アゼルバイジャン

宍､劇箇郡バクー近郊

ポドリスク駅

ムルマンスク地方
AF4煙f垣C哩唾

涛経不靭。

吾スクワ

テェリヤピンスク麹方

･ユチニン

アル骸ン

ムルマンスク

ロ．ｼT猫部鑑融

愛熊騨命の隠・呪喪したイス
ラム餓哩主癖の1,グループ
が薗槌バクー遼部の桟鯉§貯
塵施錘を襲發ソ逃凄禽誕隊
と突騨

ロうア癖はボドリスケ錐誼馴
で喝k8の濃野ウラン審怖出嗜
則睦墨趨絶ウラン膿L“h
gE踵i壁間鯉凹載、諏唾血血
から僅凧ぎれたもの､

Anu応唇、⑥凹麺海蔽進他の侭箇

施餓から1.8蛇の湿縞0>"ンか
豊富れたが，ロ2．ア澄漏隊が
犯人グﾙー プを錘.嶽削11g
索然喉m止・

ロシア当聞I息嘩川令ラン23s
を21鼎シド飼
いたこしてﾕ人:灘離

て
ウ

ランは侭脳榎胞稔から盗瞑号
れたもの”

チニチエン反乱グループがロ
シア;コ狩る錘備勧として
コンテナ1台分の蝕射包鈎頁

鰯::錨蕊曾溌
侭関を週じて寵瓠侭間la皆知，
淫険すると脅遭し遜筒画肴
及び2次災害低なかったが‘
反乱グループが陵壱回入手腿
論塗矧里していることが明ら
力･となった。

率セキュリティ斗一ビスは
『槙碇讐の椴成要蠕を裂逮す
るのに適した｣鋤性掬獅月電
がチエリャピンスクの唾か
ら医取割tろのを未膣健恩止
したと発表
麺I土不靭通

るとおhプ

9敗財齢劉の静
が、発喪が示唆す
ルトニウムぎた強

腓副だった男分，…用8二
準す･る銅も大量の職射1挙
頁遷職l鍵騨峰分腫相当}･

チュチェン銅ﾛ回勧翻グロズ
ヌイから9=･fルの錠迩*賭付
遊の幽射惟拘間を蛎戦1きた．
ン÷･ナの中で爆押力溌製さｵ1．
当局の手で鰐体きれた卿朧爵
性繕質拡欣荊惣スの鰭旦が
報逗されたのは初咋舜

海軍圃幽兵1人が化認唾の脇
子力脳水寵から庇愈岡匿雷も

瀞澪蕊鍵狩挺
24穫嘗も唾室れ，その四蝋与
力潜水麓の域手綱が使刷不僅
となった8

発生年月 壇 所 寧傑健要

1gn

1966611

1W0.4

197po4

1971,9

19漣12

1鱒翫1

1聖5.4

ｺー ﾙダー 宗一嘩屡

プラタドウヱル原篭

グロスターシヤ一・

バークレー厘掻

ウf紗ファ嘩尭

爵プﾘﾝグフイールド
琿科工塒

ドーンレイ庫羅

ウィンズケ岩ﾙ御､澗
jW再耀理瞳投他

七ラフ等一ルド

i鍵理捻鍵

恐力騒薯曲

催塗料“1砿の挫鵬

同施詮に不潰を蒲つ喰員が放
電馨を割陣寸.ろワ･イヤーを切
鴎

ケージ･ダイヤル･置識が

逮嵯包れる。過当2牟間に何
種の邪件鈩欽10回発壁

湛蒔棒5本が誇過巾に紛失。

同館餓I畠内容不闇のJ泡2個
曹ある場所に通いたというい
やがら“速報‘1知人の鍵
霊慢緬t鐘●栽周2個の小包
険他の鱈設で騒兇sナシ召ナ
リズム鎗動臆・反鳳廷速勤の
.-.原の

●●

ウインズケールの随没で1峨月
以上のプルトニウム‘その漣
2.カ所の原子力施設で…の
プルトニウムと湿縮ウランが

行方不副‘

巴力図から約3mﾉlのグリーン

ピーエ治動寮が侵入を試み，
扣人倉逐える懲捌者を出した。

『燭弾製適用海製催物間の
生麗を中止する｣という醒凶
敗砺愚安の獺不拡散桑釣台詮
に注目を灘めよりとしたもの。
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